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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑰

帰宅後の生活がダラダラしており、寝る間際まで宿題をやらずに、いつも

あわててしまうといったお悩みを聞くことがあります。

特に、発達障害のある子どもは、見通しがもちにくく、興味が次々と移り

ながら活動することが多いため、ついつい学習は後回しとなりがちです。

学習習慣の定着を

小学生の集中力が続くのは、たいてい学年×10 分ほどだ

そうで、家庭学習の時間も「学年×10 分」といわれます。

● 帰宅後の生活の流れを一定にする

生活の流れがいつも一定（例：カバン等の片付け→おやつ→宿題→遊び→

お手伝い…）だと、無理なくその活動に向っていかれるようになります。ま

た、カバンや帽子、持ち物等の置き場所、家庭通知を出す場所等を決め、そ

こにまず置いてから次の活動を始めることも生活を整えることに役立ちます。

● 集中しやすい環境づくりをする

集中できる時間内に、やるべきことをしっかり終わらせる力を育てます。

だらだらとやっていると、疲れてしまうだけで、学習は身につきません。

・ やるべき課題を○○分で終わらせようと目標を設定します。

・ 机の上には、今、学習に必要なものだけを出すようにします。

・ テレビを消し、不必要な刺激が入ってこないようにします。

・ 集中が続かない場合は、間におやつや遊びをいれて休憩します。

★ 小さいうちは、おうちの人の目に入る場所で勉強しましょう。

● 実態に応じた学習内容とする

宿題は、ほとんどが学級全員に一律に出されています。しかし、それをす

べて終わりにするのに時間がかかり、大きな負担になっている場合は、是非

とも担任にご相談ください。この子が集中して取り組める時間内で

できる「分量」「内容」となるよう、特別な宿題にしてもらいます。

小学生のうちに、家庭学習に集中して取り組むことにより、

「根 気」 ＝ 「継続して何かをやり通す力」

「集中力」 ＝ 「物事に熱中して取り組む姿勢」を身につけたいものです。

根気があれば家庭学習は自然と習慣化します。集中すれば脳の働きもよくな

り、効率よく物事を考えることもできるようになります。

キラリ輝くこの子のために(21)
続々


